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適用事例 
 商品開発プロセスをより効果的、効率的に行うため、知識創造プ
ロセスの一つとしてQFD（品質機能展開）、TRIZ(発明、発想法
）、およびQE（品質工学）を用いて自社内で実施した。 
ただし、QEについては詳細設計に係わる要件が多いため、今回の
報告からは除外する。 
 
期間 ：2011年6月～11月 
テーマ数 ：2 （SAPおよびITO） 
人員 ：各テーマ15名（営業、生産、技術、マーケ） 
日数 ：11日間のプログラム（QFD 4日、TRIZ 7日） 
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事例：SAP 
（セミアディティブプロセス） 

開発背景： 
 高密度パッケージ基板にめっき工法である
セミアディティブ法（SAP)が用いられている
が、当社には提案できる技術がなく、独自の
技術開発が求められていた。 
 
開発目標： 
 基板の細線化Line & Space 5μm以下 
  

SAPプロセス 

Line and Spaceとは銅回路と回路ギャップ距離を示したもの  
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QFD,TRIZ,（QE）を用いて 

１．QFDによる顧客の潜在ニーズを可視化し、魅力的商品設計 
・狩野モデル※による設計 
・ヌケモレなくトレードオフを把握し、リスクを最小化 
・コミュニケーションツールとして活用 

２．TRIZによるアイデア創出で、魅力的商品コンセプト創造 
・魅力的なコンセプト創造 
・妥協なき商品開発 
・アイデア創出ツール 

３．QE（TM）による製品の完成度向上と効率化 
・最適設計を短時間で高効率化 
・パラメーター変更時の事前把握 
・ロバスト設計 

※品質を魅力的品質要素（充足されれば満足、不充足でも仕方がない）、一元的品質要素（充足されれば満足、不
充足で不満）及び当たり前品質要素（充足されれば当たり前、不充足で不満）に考え、ネガティブな顧客情報を集めた
改良型製品ばかりにならないように定義している（これは狩野モデルと呼ばれている）  9 



技術者が直面する課題８つ 

QFD TRIZ タグチメソッド 
①顧客ニーズの把握 ○ － － 
②魅力的な商品コンセプトの設定 ○ － － 
③使いやすく斬新なデザイン － － － 
④開発期間の短縮 ○ ○ ○ 
⑤市場品質問題の解決 △※ ○ ○ 
⑥ボトルネック技術の解決 － ○ － 
⑦コストの低減 ○ ○ △ 
⑧知的財産の拡充 － ○ － 

開発・設計手法の各課題の適用 

※FMEA、FTAの品質管理方法を適用するのが一般的 

○：直接的効果 △：間接的効果 
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QFDの手順 （VOC⇒技術変換） 
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6/15  
コンサル 1 

7/4  
コンサル 2 

7/25  
コンサル 3 

④品質特性の抽出、整理 
⑤品質設計 
⑥要求－特性 関連付け 

①原始情報の収集・分析 
 要求品質への変換 

②要求品質展開表の作成 
③品質企画部の検討 
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微細部での密着が良好 ◎ ○ △

処理時間が短い ◎ ○ b C D ◎

触媒の除去性がいい（銅触媒・他） ◎ ◎ ○ att a D S ☆

フィリングに影響しない ◎ ◎ com a C D ○

自動分析ができる ◎ ○ ○ att b C D ○

添加剤成分の分析が可能 ◎ ○ ○ a ◎

リアルタイムモニタリングができる ○ ◎ att b S ○

ライフエンドの基準が明確である ◎ ◎ ○ att b C ◎

浴老化度と補給量の関係が明確である ◎ ○ ○ ◎ a ◎

水平処理ができる ○ △ ○ △ ◎ ◎ com a D ○

水平、垂直ともに使用できる ○ △ ○ △ ◎ ◎ a ○

薄板を処理したい ○ ○ ◎ ◎ a ◎

処理の形状依存性がない(BVH) ◎ ◎ △ ○ ○ com a ◎

無電解銅を必要としない ◎ ◎ ◎ att b S ○

製剤のシェルフライフが長い(12ヶ月以上) ○ ○ ◎ com a C ○

成分の持込で後工程に影響しない ◎ ◎ ○ ○ a C ◎
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微細回路は、密着性を良くしたい 回路形成時、めっきした被膜（Cu，Pd）を 
簡単に剥がしたい 

触媒除去性を最重要項目 上記トレードオフの関係をTRIZへ 
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触媒を除去しやすい 
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TRIZの手順 
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困っている事 

根本原因 

①：問題の本質化 ②：様々な角度からの観察と発想 

上から見たら、横から見たら･･･ 
２分割してみたら、もっと細かく･･･ 
縦に切ったら、横に切ったら･･･ 
非対称にしたら・・・ 

③：アイデアの有効化(アイデア収束) 

数百件のアイデアを出すと 
良いものが生まれてくる。 

TRIZ 機能-属性分析 
原因-結果分析 

コンセプトの選択と結合 

アイデア同士を結合させて更に品質を上げていく。 
次に、現実性を考えると・・・。 

④：戦略的 
  開発テーマ決定 

結
合 
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テーマ決定  

アイデアの整理  

１年後、２～３年後、５年後の商品コンセプト選定  

問題の本質化 
(根本原因の抽出) 

TRIZによる 
アイデア出し 

アイデアの 
有効化 
(選択と連結) 

システムの 
絶対評価 

Principles による 
アイデア出し 

Prediction による 
アイデア出し 

分離の原則による 
アイデア出し 

サブシステムごとのアイデア結合とコンセプト選択 

主システムのコンセプト選択 

最終システムコンセプトの絶対評価 

機能属性分析 原因結果分析 

収束 

発散 

背反特性 
原因抽出 

TRIZプログラム 

アイデア 
172件 



機能属性分析 

 
 

 
 

SAPの行程を図式化し、 
各工程の因果関係を明確化。 
根本原因になり得るものを 
探しやすくする。 

めっきを付ける側、 
付けられる側に、複雑
な関係が隠れている。 
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原因結果分析 

 
 

 
 

絶縁信頼性が得られない 

困っている事 

Pdが残っている 

デスミアで粗化する 

樹脂があれている パラジウム除去で強い酸化剤を使えない 

銅のエッチング残りがある 

Pd除去液の 
表面張力を 
下げられない 根本原因① 

原因
② 

原因
③ 

スミアが発生する 樹脂と化学銅の密着 

原因
④ 

原因
⑤ 

パラジウムに起因する 
原因が多い。 

 
スミア除去での表面の凹

凸も課題。 

Pdを使用しているから 
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Ｄ 切削工程を含んだ 
セミアディティブプロセス 

溝切り 

穴あけ 

デスミア 

無電解
銅 

触媒付
与 

ビアフィリン
グ 

表面切
削 

工程短縮 
絶縁信頼性 高 

TRIZによるアイデアの結合 
 様々なアイデアを発散させ、QCDの点で評価しアイデアを結合し、ロードマップおよ
びコンセプトが創造された。 
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共同化 
個人の知を共有 

表出化 
思考を図やモデルで表現 

内面化 
個人のノウハウとして蓄積 

連結化 
他人の情報と組み合わせる 

QFDおよびTRIZの知識変換（SECI）モデル 

暗黙知 

暗黙知 暗黙知 

形式知 

暗黙知 
形式知 

形式知 形式知 

VOC 
原始情報 

BS 
KJ法 

ｸﾞﾙｰﾋﾟﾝｸﾞ 

品質機能展
開図 

技術検討 
ボトルネック 

問題の本質化 
アイデア 

アイデアの整
理 

アイデアの結合、評価 
コンセプト創造 

商品開発 18 



成果および失敗 

成果 
・QFDやTRIZによってVOCから一連の流れでコンセプトを創造できる（普通の人でも） 
・場の共有によって連帯感とコミュニケーションが図れる 
・グループ検討により、ベテランの技術が若手に伝授される学習の場になる 
・開発時間の短縮 
・ヌケ・モレ防止（可視化） 
・特定顧客の影響を受けにくい 
・不足情報が分かる 
 
改善点 
・その分野に精通している人間のアイデアが、大きく寄与する 
・人数が多いと発言しないひとが出てくる 
・打ち合わせに時間がかかるのと内容が複雑なので、否定的な社員がいる 
・アイデアの数は力量による 
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